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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月25日(2009.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
血中グルコースレベルを決定するための非侵襲的方法であって、
　a.血中の音の速度の非侵襲的測定ステップと、
　b.血液の導電率の非侵襲的測定ステップと、
　c.血液の熱容量の非侵襲的測定ステップと、
　d.前記血中の音の速度、前記導電率及び前記熱容量のそれぞれの測定に対する対応グル
コースレベルの計算ステップと、
　e.それら３計算グルコースレベルの比較ステップと、
　f.1.それら３計算グルコースレベルが所定の許容レベル範囲内で類似していれば、それ
ら３計算グルコースレベルの加重平均値を決定することで最終グルコースレベルを計算す
るステップと、
　f.2. それら３計算グルコースレベルの２つのみが所定の許容レベル範囲内で類似して
いれば、それら２つの類似計算グルコースレベルのみの加重平均値を決定することで最終
グルコースレベルを計算するステップと、
を含んで成る非侵襲的方法。
【請求項２】
g.音の速度、導電率または熱容量であるパラメータの１つの測定をaからcの１つに従って
繰り返すステップと、
　h.ステップgのパラメータの測定に対する対応グルコースレベルを計算するステップと
、
　i.ステップaからfを定期的に繰り返し、グルコースレベル計算の精度を確認するステッ
プと、
をさらに含んでいることを特徴とする請求項１記載の非侵襲的方法。
【請求項３】
音の速度は、超音波信号を測定することによって決定されることを特徴とする請求項１記
載の非侵襲的方法。
【請求項４】
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血液の導電率は電磁インダクタンスで決定されることを特徴とする請求項１記載の非侵襲
的方法。
【請求項５】
血液の熱容量は測定対象物の温度変化手段によって決定されることを特徴とする請求項１
記載の非侵襲的方法。
【請求項６】
血中グルコースレベルを決定するための非侵襲的方法であって、
　a.グルコースレベルを計算する３つのパラメータの非侵襲的測定ステップと、
　b.それら３測定のそれぞれに対する対応グルコースレベルの計算ステップと、
　c.それら３計算グルコースレベルの比較ステップと、
　d.1.それら３計算グルコースレベルが所定の許容レベル範囲内で類似していれば、それ
ら３計算グルコースレベルの加重平均値を決定することで最終グルコースレベルを計算す
るステップと、
　d.2. それら３計算グルコースレベルの２つのみが所定の許容レベル範囲内で類似して
いれば、それら２つの類似計算グルコースレベルのみの加重平均値を決定することで最終
グルコースレベルを計算するステップと、
を含んで成る非侵襲的方法。
【請求項７】
e.パラメータの１つの測定を繰り返すステップと、
　f.ステップeのパラメータの測定に対する対応グルコースレベルを計算するステップと
、
　g.ステップaからdを定期的に繰り返し、グルコースレベル計算の精度を確認するステッ
プと、
をさらに含んでいることを特徴とする請求項６記載の非侵襲的方法。
【請求項８】
グルコースレベルを計算する３つの異なるパラメータは、血中の音の速度、血液導電率、
血液熱容量、音響インピーダンス、電気/磁気率、熱伝導率、柔軟性、血液濃度、比重、
極性率、光拡散率、核磁気共鳴、分析物、血液温度及び体温、熱波の影響、身体からの赤
外線、刺激に対する皮膚の反応、及び起電力や電流等の電気特性で成る群から選択される
ことを特徴とする請求項６記載の非侵襲的方法。
【請求項９】
それぞれの計算グルコースレベルの加重値は計算された血糖値のそれぞれの非侵襲的測定
の信頼性に基づくことを特徴とする請求項１記載の非侵襲的方法。
【請求項１０】
それぞれの計算グルコースレベルの加重値は対応パラメータの測定の信頼性に基づくこと
を特徴とする請求項６記載の非侵襲的方法。
【請求項１１】
ステップaからfを所定時間経過後に繰り返すことを特徴とする請求項２記載の非侵襲的方
法。
【請求項１２】
ステップaからfを所定側定数後に繰り返すことを特徴とする請求項２記載の非侵襲的方法
。
【請求項１３】
ステップaからdを所定時間経過後に繰り返すことを特徴とする請求項７記載の非侵襲的方
法。
【請求項１４】
ステップaからdを所定側定数後に繰り返すことを特徴とする請求項７記載の非侵襲的方法
。
【請求項１５】
計算グルコースレベルの１つが所定許容レベル範囲内に存在しない場合、残り２つの計算
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グルコースレベルをチェックして、それらがさらに狭い許容範囲内に存在することを確認
し、それら２つの類似した計算グルコースレベルのみの加重平均値を決定することで最終
グルコースレベルを計算することを特徴とする請求項１記載の非侵襲的方法。
【請求項１６】
計算グルコースレベルの１つが所定許容レベル範囲内に存在しない場合、残り２つの計算
グルコースレベルをチェックして、それらがさらに狭い許容範囲内に存在することを確認
し、それら２つの類似した計算グルコースレベルのみの加重平均値を決定することで最終
グルコースレベルを計算することを特徴とする請求項６記載の非侵襲的方法。
【請求項１７】
計算グルコースレベルの１つが許容範囲内に存在しない場合毎にカウンターを増分するス
テップと、計算グルコースレベルが許容レベル範囲内に存在しないと前記カウンターが所
定回数示したとき、測定プロセスを再補正するステップとの追加ステップを含んでいるこ
とを特徴とする請求項１記載の非侵襲的方法。
【請求項１８】
計算グルコースレベルの１つが許容範囲内に存在しない場合毎にカウンターを増分するス
テップと、計算グルコースレベルが許容レベル範囲内に存在しないと前記カウンターが所
定回数示したとき、測定プロセスを再補正するステップとの追加ステップを含んでいるこ
とを特徴とする請求項６記載の非侵襲的方法。
【請求項１９】
血中グルコースレベルを決定するための非侵襲的方法であって、
　a.グルコースレベルを計算する３つの異なるパラメータの非侵襲的測定ステップと、
　b.それら３測定のそれぞれに対する対応グルコースレベルの計算ステップと、
　c.それら３計算グルコースレベルの加重平均値の決定ステップと、
　d.前記パラメータの１つの測定を繰り返す反復ステップと、
　e.ステップdのパラメータの測定に対する対応グルコースレベルの計算ステップと、
　f.ステップaからcを定期的に繰り返し、グルコースレベル精度を確認する確認ステップ
と、
を含んで成る非侵襲的方法。
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